
 

 

令和 7 年度 第 45 回 静岡県少年柔道団体選手権大会要項 
（全国少年柔道大会予選会） 

１ 主  催  静岡県柔道協会 
２ 主  管  静岡県少年柔道協議会 
３ 日  時  令和7年2月23日（日祝）10時00分開始（8時30分：受付・計量／9時30分：審判・監督会議） 
４ 会  場  静岡県武道館 藤枝市前島２－１０－１  ＴＥＬ ０５４－６３６－２３３２ 
５ 出場資格  （１）各支部選考会により選出された上位6チームに限る。 
           ※出場権を獲得したチームが棄権した場合は欠場とし補充しない。 

         （２）参加する選手は、令和7年4月30日現在、小学５年生・６年生の男女とする。 
ただし、５年生の補充として４年生をもって充てることが出来る。 

         （３）出場するチームは、全日本柔道連盟に団体登録していること。また、選手はその団体に登録し

ていること。 
         （４）参加チームの監督は、全日本柔道連盟に指導者登録をしていること。 
         （５）皮膚真菌症（トンズランス感染症）について、発症の有無を各所属の責任において必ず確認 
            すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関にお 
            いて、的確な治療を行うこと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への 
            出場ができない場合もある。 
         （６）令和6年12月1日以降に他団体に移籍した者は出場できない。 
６ 選手編成  （１）１チームの人員は、監督１名、コーチ1名、選手５名、補欠2名とし、申込み後の変更はで 
           きない。  

         （２）選手の編成は大将・副将・中堅は６年生、次鋒・先鋒は５年生または４年生とし、学年順に配

列する。ただし、５年生の児童が６年生の児童の位置に出場することができる。また、選手は

各学年順に配列し、同学年は「体重順」に配列すること。 
         （３）選手の変更は、申込書に記載された補欠からに限り行うことができる。この場合も、選手は 
            各学年順に配列し同学年内は「体重順」に配列すること。補欠の補充はできない。 
         （４）各チーム初戦の選手変更及び、計量結果に伴う選手変更は、当日午前9時15分までに所定 
            の「選手変更届」に記入し、会場受付に届け出ること。 

※ 補欠も必ず計量を行うこと。 
※ 計量は基本的にチーム単位で行い、女子はTシャツ・袴、男子は袴のみで行うこと。 

         （５）２戦目以降の選手の変更については、直前の試合の開始前に「選手変更届」を各試合場の審判

委員に届け出ること。試合が連続する場合は試合終了後直ちに届け出ること。 
         （６）選手変更した場合はオーダー用紙を書き直すこと。 
            ※計量結果による選手変更も同様。 
         （７）一旦退いた選手は、その後の試合に出場することはできない。 
         （８）別紙１の選手配置上の注意点を参照のこと。 
７ 競技規則  （１）審判規定は国際柔道連盟試合審判規定(2022－2024)・少年大会特別規定による。 

         （２）試合時間はすべて３分間とする。 
８ 競技方法  （１）団体得点法、トーナメント法による。 

（２）勝敗は勝ち点の合計による。勝ち点が同じ場合は内容による。内容も同じ場合は、 
１回の代表によって決する。 



 

 

９  表  彰  １位から３位までを表彰する。 
１０ 参 加 料  １チーム7，０００円 
１１ 申し込み  （１）各支部にてまとめて下記にE-Mailにて申し込む。（参加料は当日受付に支払う） 
            E-Mail：nanbu_juyukai@yahoo.co.jp 

（２）問合せ ＴＥＬ ０９０－４０８９－１９３５（植田 秀） 
         （３）締 切 令和7年1月18日（土）必着 
１２ 組み合せ  大会事務局において行う。 
１３ 安全対策  （１）参加選手には、傷害保険掛金を主催者が負担する。万一、負傷事故等が発生した場合は、保険

の範囲内で適応するが、以後の責任は負わない。 
         （２）大会当日は、健康保険証を持参する。 
         （３）脳震盪について、選手および指導者は下記事項を順守すること。 

            ①大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得

ること。 

             ②大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。（な

お、至急、専門医[脳神経外科]の精査を受けること） 

             ③練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

             ④当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出する

こと。 
１４ そ の 他    （１）本大会は、県青少年運動協議連絡会が承認した大会である。 
         （２）優勝チームは、静岡県代表として第45回全国少年柔道大会に出場する。 
         （３）選手は、保護者の参加承諾を受けて申し込むこと。 
         （４）背中にゼッケンを縫い付ける。（上段に名字(姓)、下段に所属または県名） 
         （５）今後発表される令和7年度全国少年大会の要項に追 
            加、変更等があれば、本大会要項に反映させる。 
         （６）出場チームは、模造紙の長辺を1/3（横：約80cm／縦： 約

36cm）に所属・選手名を書いたオーダー表（左から 先

鋒→大将、所属を右端）を必ず用意のこと。 
（７）本大会は諸事情により、変更、又は中止する場合があ る。 

 
 



　（参加選手は令和7年4月30日現在、小学4・5・6年生の男女とする。）

　 配列は変えず、当該選手の場所を抜いて試合を行う。

　 この場合も、選手は各学年順に配列し、同学年は「体重順」に配列すること。

　 補欠の補充はできない。

⑧大会途中で選手が3人未満になったﾁｰﾑは棄権扱いとする。

先 次 中 副 大 先 次 中 副 大 先 次 中 副 大
5 5 6 6 6 - 5 6 6 6 - - 6 6 6
5 5 5 6 6 - 4 6 6 6 - 5 - 6 6
5 5 5 5 6 5 5 - 6 6 - 4 - 6 6
5 5 5 5 5 5 5 - 5 6 5 5 - - 6
4 5 6 6 6 5 5 - 5 5 5 5 - - 5
4 5 5 6 6 4 5 - 6 6 4 5 - - 6
4 5 5 5 6 4 5 - 5 6 4 5 - - 5
4 5 5 5 5 4 5 - 5 5 4 4 - - 6
4 4 6 6 6 4 4 - 6 6 4 4 - - 5

4 4 5 6 6 4 4 - 5 6
4 4 5 5 6 4 4 - 5 5

4 4 5 5 5

　

別紙1

※選手配置上の注意点

①A枠：先鋒・次鋒（4・5年生）、B枠：中堅・副将・大将（5・6年生）とし、「学年順」に配列し、同学

　 年は「体重順」に配列すること。

②4年生はA枠のみに配置できる。

③5年生はA及びB枠に配置できるが、A枠に欠員がある場合はA枠に配置する。

④A枠、B枠ともそれぞれ後詰めに配列すること。

⑤大会受付時又は大会途中に負傷、疾病等で欠員があり、交代選手が無い場合は、選手の

⑥選手変更は申込書に記載された補欠からに限り行うことができる。

⑦申込時に3人編成ﾁｰﾑ又は4人編成ﾁｰﾑは、申込後の追加補充選手は認めない。

5人編成チーム 4人編成チーム 3人編成チーム

A B A B A B



月 日

令和7年度　第45回 静岡県少年柔道団体選手権大会申込書
（全国少年柔道大会予選会）

　標記の大会に、下記のとおり、参加申し込みいたします。

　静岡県柔道協会会長　様

団体名

所属長

令和6年

 

 ㊞

所在地

〒
TEL（      ）     -

監督氏名 住　所

 

全柔連個人ID

コーチ氏名 住　所

〒
TEL（      ）     -

大将

生年月日
（西暦）

性別

    .  .  1

NO. 順位 氏　名 学年
身長
(cm)

体重
(kg)

    .  .  

    .  .  

6 捕員

5 先鋒     .  .  

4 次鋒     .  .  

    .  .  

3 中堅     .  .  

2 副将

（注１）学年は、令和7年4月30日現在で記入する。（選手名は楷書で書く）
（注２）選手は、大会実施要項による参加資格を有する者で、健康上支障なく、保護者及び団体責任
者の
　　　　参加承諾を得た者

7 捕員


